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研究分野：建築環境，都市環境 
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１．研究計画の概要 

これまで，建築環境設備工学分野における
最大熱負荷に関する研究では主に算法と気
象データに関心が払われ，生活スケジュール
の多様性については殆ど考慮されていない．
そこで本研究は，人々の生活スケジュールの
バラツキを考慮し，多数サンプルの生活スケ
ジュールを確率的に発生させる手法を提示
する．また，得られた生活スケジュールに対
して，空調 On/Off イベントの状態遷移確率，
行為別原単位を組み合わせることで，住棟・
街区・都市の最大ユーティリティ負荷を高精
度に確率的予測する手法を構築する．また，
本研究で得られた一連の手法および生成デ
ータを広く他の研究者が利用できるような
形で web 上に公開する． 

 

２．研究の進捗状況 

 

(1) エージェントベース確率的生活行動スケ
ジュール発生法の理論構成 

NHK の 2000 年度版国民生活時間調査によ
る生活行為の 15 分毎行為者率時変動特性，
各行為の継続平均時間と標準偏差を元デー
タとして， generate & kill の統計的手法によ
るランダム生成手法を構築し、10 万サンプル
の生活スケジュールデータベースを生成し
た． 

 

(2) 電力，熱，水等のユーティリティデマン
ドを高時間分解能で予測する大系 Total 

Utility Demand Prediction System（TUDPS）
の構築および精緻化 

前項(1)に個人別データを家族ユニットに
集合させるプロトコル，生活行為と家電機器
や水湯消費行動を対応付けるプロトコル，各

行為と在宅非在宅との関連付けプロトコル，
住戸の熱負荷計算を統合連成した数値モデ
ル TUDPS を構築した．プログラムのバグフ
ィックスを常時継続するのに加え，次の 3点，
即ち 1) 季節による暖房，冷房運転の有無を
外界気象条件により確率的に定義, 2) 就寝後
の空調運転について，タイマーの使用を想定
して室内気温を説明変数とする空調 OFF の
確率サブモデル, 3) 外気温度, 負荷率依存性
を考慮した空調機器 COP モデル，について精
緻化を行った． 

 

(3) 空調の最大負荷, 期間負荷推定に及ぼす
生活スケジュールの多様性に関する検討 

TUDPSを用いて，様々な住戸方位，住戸位
置，家族構成，断熱状況の条件に対して期間
負荷および最大負荷を計算し，従来のスケジ
ュール固定の計算手法に基づく値との比較
を行った．また，従来算法の修正係数の提示
を行った．  

 

(4) 居住者の暑さ寒さに対する空調行動が空
調負荷に及ぼす影響についての検討 

TUDPS では空調 on/off 行動を室内気温に
対する状態遷移確率として定義しているこ
とから，この確率のパラメータを変化させる
ことで，居住者の暑さ寒さ恕限度の期間冷暖
房熱負荷に及ぼす感度を設定温度±1℃の感
度と比較しながら検討した． 

 

３．現在までの達成度 

 

②おおむね順調に進展している． 

 

研究課題申請当初から現在まで、研究の進
行状況に応じて方針を転換した部分もある
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が、予定していた通り人々の生活スケジュー
ルの確率的な多様性を考慮した高精度なユ
ーディリティデマンド予測のための数値モ
デルを概ね完成することができた。この数値
モデルは Fortran にてコードィングされてお
り、家族構成、集合住宅内の住戸方位，住戸
位置，断熱状況についての条件設定が可能で
あり、このコードを用いた多数回の数値実験
を通して、その結果に対する考察のみならず、
大規模なプログラムのバグフィックスを効
果的に行うことができた。 

 

４．今後の研究の推進方策 

 

(1) 空調負荷の確率密度分布に関する考察 

人々の生活スケジュールの多様性を考慮
できる TUDPS の長所を生かして、期間負荷
や年間負荷のみならず空調負荷の確率密度
分布について、様々な家族構成、集合住宅内
の住戸方位，住戸位置，断熱状況の計算結果
に基づく考察を行う。 

 

(2) 本研究において構築した TUDPS の生成
データの公開 

TUDPS に含まれる多様な生活スケジュー
ルデータや、TUDPS による数値実験による膨
大な計算結果に関して、様々な実務や研究に
利用可能な状態にするため、デジタルデータ
を web 上に公開することを目指す。 

 

 

５. 代表的な研究成果 
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